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Report 荒井重行（水部会） 

天候は、ちょっと汗ばむぐらいに晴れ渡り、絶好

のパトロール日和となりました。塩釜のマリンゲー

トから松島湾桂島まで船で渡り、塩釜市浦戸漁業協

同組合の協力で会場を借り、まずはサキグロタマツ

メタ貝について酒井敬一さん（宮城県水産研究開発

センター環境養殖部増養殖班上席主任研究員）から

レクチャーを受けました。平成 11 年に、石巻でアサ

リに穴が開けられるという現象と、見慣れない貝が

増えてきたということから調べた結果、朝鮮半島付

近の湾に生息しアサリを食べるサキグロタマツメタ

貝が、アサリの稚貝を日本に移殖する際に紛れ込み、

国内で異常増殖し、特に鳴瀬付近ではアサリが壊滅

状態になったとのことです。 
浜辺に入り 1 時間半ほどかけて採取した分をみん

な集めてみると、卵のう（ひとつから 4,000 個の稚

貝が発生することも！）約 20 塊と、貝は 200 個ぐら

いありました。任務遂行の充実感を抱きつつ、ふと

考えたことは、貝にしてみるとわざわざ外国から日

本へ連れ込まれて、がんばって生きていてほめられ

るかと思えば、逆にやっかい者の扱いで駆除されて、

「気の毒」とも感じ、複雑な思いにかられました。

（なお、食べられるそうですが…） 
今回お世話になった、MELON 事務局、水産研究

開発センターの職員の方々、宮城県漁業協同組合、

そして現地協力とアサリ汁やホッキ貝を振る舞って

いただいた塩釜市浦戸漁業協同組合の方々、どうも

ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
おおおお知知知知らせらせらせらせ    

 

 
 今年で 10 回目の開催となる MELON「みんなでおさがり市」は、原点

に帰って『おさがり』がキーワードです。「おさがり」できるもの・して

ほしいものを、おさがりしてもらう場として、たくさんの方に秋の一日

を楽しんでいただければと思います。 
 

♪♪♪♪newnewnewnew♪♪♪♪「「「「おさがりおさがりおさがりおさがり服服服服」」」」コーナーコーナーコーナーコーナー    

 これまで「古布の山コーナー」として開催してき

たコーナーです。近年靴や鞄などの持ち込みが目立

ち、開催後に古布の山からもごみが出ていたことを

見直し、内容とともに名称を変更しました。 
 新コーナーでは「おさがりできる衣類」を集め、

その場で希望者に販売します。持ち込めないものに

ついても内容が以前とは変わりましたので、別紙チ

ラシでご確認ください。                                        

 
☆☆☆☆学学学学ぼうぼうぼうぼうコーナーコーナーコーナーコーナー☆☆☆☆    

「おさがり」することでものを大切にすることを、

学ぼうコーナーでは家庭でのごみ減量を考えてもら

おうと、紙ごみ分別についての紹介や、段ボールを

使った生ごみ堆肥化の紹介コーナーも設けます。 
 
 

    
☆☆☆☆朝市朝市朝市朝市・・・・夕市夕市夕市夕市ネットワークネットワークネットワークネットワークののののコーナーコーナーコーナーコーナー☆☆☆☆    
乾燥させた生ごみを持っていくと１kg で 100 円分

の野菜と交換できます。ごみとして捨ててしまわず

に、ぜひお持ちください。 
このコーナーでは産直野菜市と豚汁販売も行いま

す。マイ箸とお椀持参の方には、200 円の豚汁を 100
円引きで販売いたしますので、お忘れなく。 

 
☆☆☆☆体験体験体験体験コーナーコーナーコーナーコーナー☆☆☆☆    

紙すきコーナーや、フリースをリメイクしてコー

スターを作る体験コーナーも用意しております。 

ぼくも見つけたよ 

フリーマーケット出店者として、ボランティア

スタッフとして、来場者として、たくさんの方の

ご参加をお待ちしています。 
詳細は別紙チラシをご覧ください。 
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